
問
題
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
の
数
年
間
は
そ
の
間
違
っ
た
デ
ー
タ

に
よ
っ
て
多
く
の
研
究
者
が
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
例
は

こ
れ
ま
で
に
数
多
く
報
道
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
日
本
で
は
少
な
い
が

（
も
ち
ろ
ん
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
存
在
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
要
す
る
に
表
面
化
し
な
い
だ
け
の
こ
と
で
あ

ろ
う
）
、
欧
米
で
は
露
顕
す
れ
ば
、
調
査
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
、
詳
し
い
報

告
書
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

本
書
で
は
、
そ
の
よ
う
な
科
学
や
医
学
の
研
究
で
み
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

不
正
行
為
、
つ
ま
り
、
単
純
な
「
不
注
意
」
や
「
過
失
」
や
「
誤
り
」
か
ら
、

故
意
の
「
で
っ
ち
あ
げ
」
、
「
デ
ー
タ
操
作
」
、
「
握
造
」
、
「
詐
欺
」
に
至
る
ま

で
の
種
々
の
不
正
行
為
に
つ
い
て
、
詳
細
な
事
例
を
も
と
に
、
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
有
名
な
ニ
ュ
ー
ト
ン
や
メ
ソ
デ
ル
の
話
か
ら
、
自
殺
し
た
カ
ン
メ
ラ

ー
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
た
カ
レ
ル
の
不
死
の
細
胞
の
こ
と
、
著
名
な
心

、
理
学
者
の
パ
ー
ト
、
か
の
悪
名
高
い
ル
イ
セ
ン
コ
、
皮
膚
移
植
で
不
正
を
働

い
た
サ
マ
ー
リ
ン
、
贋
物
で
あ
る
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
の
話
な
ど
な
ど
、
お
よ

そ
五
○
例
以
上
の
実
例
に
つ
い
て
の
紹
介
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
実
際
に
は

や
っ
て
い
な
い
実
験
の
猩
造
や
実
験
デ
ー
タ
の
勝
手
な
変
更
や
操
作
、
自
分

の
仮
説
に
相
当
し
な
い
デ
ー
タ
の
破
棄
な
ど
の
実
例
の
報
告
が
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
科
学
者
の
正
直
さ
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
科
学
や
医
学
の
素

人
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
傑
然
と
す
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
ん

な
事
例
を
次
か
ら
次
へ
と
読
ま
さ
れ
る
と
、
一
体
科
学
者
や
医
学
者
な
ん
か

信
用
で
き
る
の
か
と
思
い
た
く
な
る
位
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
お
そ
ら
く
、
こ

れ
は
氷
山
の
一
角
で
あ
ろ
う
。

著
者
は
、
テ
ル
ア
ビ
ブ
大
学
の
ウ
イ
ル
ス
学
の
名
誉
教
授
で
あ
り
、
医
学

の
専
門
家
で
あ
る
が
、
ま
た
科
学
史
家
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
だ
け
に
、
本
書
の
内
容
は
事
例
に
則
っ
て
実
に
正
確
で
、
き
わ
め
て
学
問

的
で
も
あ
る
。
ま
た
、
酒
井
、
三
浦
に
よ
る
翻
訳
が
よ
く
で
き
て
お
り
、
読

永
や
す
く
、
「
事
実
は
小
説
よ
り
奇
な
り
」
で
、
表
現
は
悪
い
が
大
変
に
面

白
く
、
時
間
を
忘
れ
て
読
象
耽
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
科
学
や
医
学
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
者
は
、
面
白
が

っ
て
ば
か
り
い
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
わ
れ

わ
れ
自
身
の
未
来
の
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
日
常
の
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
、
い
つ
も
わ
れ
わ
れ
を
待
ち
構
え
て
い
る
『
罠
』
は
魅
惑
的
で
あ

り
、
つ
い
不
正
行
為
の
誘
惑
に
の
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。
そ
ん
な
と
き

に
、
こ
の
書
を
思
い
出
す
こ
と
に
し
よ
う
。

（
松
下
正
明
）

〔
工
作
舎
一
九
九
○
年
Ａ
五
判
三
六
三
頁
定
価
三
、
二
○
○
円
〕

先
般
ボ
ン
・
へ
顕
彰
記
念
医
学
講
演
会
が
、
東
京
、
大
阪
、
長
崎
で
開
催
さ

れ
、
興
味
深
く
、
医
学
の
原
点
を
学
ん
だ
。

現
代
日
本
医
学
教
育
記
念
の
地
に
あ
る
長
崎
大
学
医
学
部
は
『
長
崎
医
学

百
年
史
』
の
編
纂
を
昭
和
三
十
年
か
ら
開
始
し
た
と
あ
る
。
本
書
の
著
者
、

あ
き
ら

中
西
啓
先
生
は
当
時
医
学
部
三
年
生
で
編
集
執
筆
に
参
画
、
爾
来
先
生
の
研

究
は
人
一
倍
熱
心
で
、
本
業
後
の
睡
眠
時
間
を
少
な
く
し
て
ま
で
続
け
ら
れ

あ
き
ら

中
西
啓
著

『
シ
ー
ボ
ル
ト
前
後
、

長
崎
医
学
史
ノ
ー
ト
』

付
録
「
三
瀬
諸
渕
『
麦
酒
醸
造
説
』
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今
日
に
至
っ
て
い
る
。
本
書
は
『
長
崎
県
医
師
会
報
」
の
昭
和
四
十
七
年
五

月
一
日
号
か
ら
、
五
十
四
年
十
一
月
十
五
日
号
ま
で
百
回
に
渡
り
「
長
崎
医

学
史
ノ
ー
ト
」
と
し
て
好
評
連
載
さ
れ
た
。

平
成
元
年
十
月
、
長
崎
市
の
文
化
行
政
は
市
制
施
行
百
周
年
を
契
機
に
、

近
代
日
本
の
学
問
や
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
を
顕
彰
す
る
記

念
館
を
建
設
し
た
。
つ
ま
り
本
書
は
こ
れ
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
。
シ
ー

ポ
ル
ト
と
門
人
関
係
の
資
料
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
『
シ
ー
ポ

ル
ト
前
後
』
と
改
題
、
時
代
順
に
配
列
、
一
部
訂
正
加
筆
出
版
さ
れ
た
。
版

元
は
長
崎
で
有
益
な
文
献
資
料
の
出
版
に
健
闘
し
て
い
る
著
名
な
長
崎
文
献

社
で
あ
る
。

本
書
の
目
次
は
大
き
く
五
つ
の
見
出
し
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
古

代
か
ら
南
蛮
医
学
ま
で
、
第
二
は
オ
ラ
ン
ダ
医
学
全
盛
期
、
第
三
が
表
題
と

同
じ
シ
ー
ポ
ル
ト
前
後
、
第
四
が
明
治
医
制
前
後
、
第
五
が
原
爆
被
災
と
あ

り
、
終
わ
り
に
長
崎
の
医
史
学
を
通
観
し
て
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の

資
料
不
足
に
つ
い
て
、
著
者
の
博
識
か
ら
中
国
の
古
典
『
山
海
経
』
「
漢
書
』

『
魏
志
』
『
三
国
志
」
『
魏
書
』
等
々
の
中
よ
り
医
学
史
に
お
け
る
日
中
関
係

を
振
返
っ
て
い
る
。
付
録
に
新
資
料
と
し
て
今
度
楠
本
家
よ
り
シ
ー
ボ
ル
ト

記
念
館
に
収
蔵
さ
れ
た
三
瀬
周
三
の
翻
訳
『
麦
酒
醸
造
説
』
を
翻
刻
掲
載
し

て
い
る
。

第
一
章
に
二
点
、
第
二
章
に
一
○
点
、
第
三
章
に
三
二
点
、
第
四
章
に

八
点
、
第
五
章
に
二
点
、
計
六
三
点
の
資
料
を
所
収
し
て
い
る
。
仕
上
り
体

裁
は
Ｂ
五
判
軽
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
で
定
価
税
込
一
、
○
○
○
円
。
内
容
か
ら

見
て
大
変
安
価
に
仕
上
っ
て
い
る
．
安
価
で
小
部
数
の
「
ま
じ
め
な
本
」
が

苦
闘
し
て
い
る
。
過
度
の
豊
か
さ
か
ら
生
活
感
覚
に
忍
耐
・
持
続
・
緊
張
を

要
す
る
読
書
力
を
失
わ
せ
た
。
街
の
書
店
は
ど
こ
も
同
類
の
多
量
生
産
本
で

埋
っ
た
。
つ
ま
り
「
売
る
必
要
」
が
「
質
の
高
さ
」
・
を
忘
れ
、
本
を
選
ぶ
楽

し
さ
を
奪
っ
た
。
「
出
版
の
使
命
」
は
問
わ
れ
る
。

本
書
は
出
版
文
化
の
原
点
を
視
る
よ
う
で
、
出
版
社
と
著
者
の
努
力
を
さ

わ
や
か
に
感
じ
る
良
書
で
あ
る
。
エ
ン
ポ
ス
紙
の
表
紙
に
掲
載
し
た
写
真
は

鳴
滝
塾
跡
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
、
い
ず
れ
シ
ー
ボ
ル
ト
と
弟
子
達
の
原
点
を

想
起
し
て
、
木
造
の
鳴
滝
塾
が
復
元
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
本
書
の
タ
イ
ト

ル
に
あ
る
資
料
に
つ
い
て
全
て
述
べ
る
こ
と
は
紙
数
の
都
合
で
不
可
能
で
あ

る
。
読
者
も
目
次
の
中
か
ら
興
味
あ
る
も
の
よ
り
頁
を
く
っ
て
読
象
出
す
こ

と
勝
手
次
第
。
そ
の
内
容
は
、
「
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
の
名
著
を
残
し
た
呉
秀

三
先
生
と
長
崎
の
古
賀
十
二
郎
翁
の
対
応
」
．
「
シ
ー
ボ
ル
ト
は
名
医
、
良
医
、

大
医
な
の
か
？
」
・
「
先
輩
ケ
ン
。
ヘ
ル
、
チ
ュ
ン
ベ
リ
ー
の
顕
彰
碑
を
出
島
に

建
立
し
た
シ
ー
ポ
ル
ト
と
石
碑
の
材
質
、
石
工
の
こ
と
」
。

何
年
か
前
に
長
崎
に
台
風
が
上
陸
し
た
際
、
市
内
の
河
川
が
氾
濫
し
た
。

何
ん
で
も
そ
の
前
の
河
川
工
事
に
も
問
題
が
あ
っ
た
由
で
、
大
水
で
著
者
が

長
年
蓄
積
し
た
蒐
集
資
料
の
多
く
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
っ
た
。
私
と
し
て

も
残
念
に
思
い
深
く
同
情
し
て
い
る
。

台
風
と
い
え
ば
一
六
二
年
前
の
「
文
政
十
一
年
の
シ
ー
ポ
ル
ト
事
件
の
発

ネ

端
に
な
っ
た
『
子
の
年
の
大
風
』
は
本
書
に
よ
れ
ば
、
同
じ
く
長
崎
市
街
地

に
壊
滅
的
な
被
害
を
与
え
て
い
る
」
、
「
ボ
ン
・
へ
は
日
本
の
写
真
史
で
も
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
で
、
有
名
な
上
野
彦
馬
だ
け
で
な
く
松
本
良
順
、

古
川
俊
平
や
人
に
よ
っ
て
は
堀
江
鍬
次
郎
、
内
田
九
一
な
ど
が
『
ダ
ゲ
リ
ァ

術
』
を
ポ
ン
。
ヘ
に
学
ん
だ
。
福
岡
藩
医
の
古
川
は
廃
藩
後
、
写
真
家
と
し
て

開
業
し
た
。
」
等
々
郷
土
資
料
を
含
め
て
の
紹
介
は
、
見
出
し
よ
り
想
像
で
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れもきと
し
て
文
字
の
大
き
さ
、
文
字
の
カ
ス
レ
が
少
し
気
に
な
る
程
度
。
最
近

は
色
刷
が
多
く
な
り
高
価
格
に
な
る
資
料
類
の
出
版
傾
向
に
対
し
、
本
書
の

よ
う
な
Ｂ
五
判
本
文
一
○
八
頁
、
付
録
八
頁
の
ノ
ー
ト
仕
立
の
編
集
は
、
い

か
に
も
質
実
、
謙
虚
な
著
者
の
姿
を
防
佛
し
て
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
資
料
の
原

点
を
知
る
体
裁
と
言
え
る
。
今
さ
ら
紹
介
も
な
い
が
著
者
に
は
シ
ー
ポ
ル
ト

に
関
し
て
小
冊
子
『
シ
ー
ポ
ル
ト
評
伝
』
（
一
九
六
二
年
刊
、
シ
ー
ボ
ル
ト

先
生
史
跡
保
存
会
）
『
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
医
た
ち
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
七
五

年
刊
）
な
ど
が
あ
る
。
両
耆
を
書
架
よ
り
手
に
取
っ
て
再
読
し
て
象
た
。
次

い
で
本
書
を
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
関
口
忠
志
）

〔
長
崎
文
献
社
一
九
八
九
年
Ｂ
五
判
本
文
一
○
八
頁
付
録
八
頁

定
価
一
、
○
○
○
円
〕

本
書
は
一
九
八
四
年
に
亡
く
な
っ
た
ア
リ
エ
ス
国
］
藍
弓
の
冑
蔚
が
、

そ
の
前
年
に
刊
行
し
た
旨
同
県
四
号
臣
○
日
目
①
片
ぐ
四
目
こ
い
日
○
員
の
全

訳
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
心
性
史
家
ア
リ
エ
ス
に
つ
い
て
は
『
子
供
の
誕

生
』
『
死
と
歴
史
』
『
日
曜
歴
史
家
』
（
い
ず
れ
も
邦
題
）
に
よ
っ
て
よ
く
知

な
い
多
岐
な
内
容
。
一
読
し
て
か
ら
「
長
崎
の
旅
」
を
楽
し
ん
で
み
る
の

一
興
で
す
。
一
、
二
写
真
の
入
れ
違
い
も
あ
る
が
編
集
の
手
違
い
と
思
わ

る
。
希
望
を
述
べ
れ
ば
資
料
を
満
載
し
た
活
字
人
間
を
喜
ば
せ
る
資
料
編

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
著
、
福
井
憲
彦
訳

『
図
説
・
死
の
文
化
史
１
人
は
死
を
ど
の
よ
う
に
生
き
た
か
ｌ
』

ら
れ
て
い
る
の
で
、
経
歴
等
の
紹
介
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
彼
の
歴
史

に
対
す
る
関
心
は
、
人
々
の
日
常
の
営
朶
を
支
え
動
か
し
て
い
る
心
が
ど
う

変
化
し
て
き
た
か
と
い
う
点
に
集
中
し
て
い
る
が
、
人
間
の
営
み
の
記
録
で

あ
る
歴
史
の
中
に
そ
れ
を
読
み
と
る
こ
と
は
大
変
む
つ
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。

歴
史
学
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
よ
く
吟
味
（
確
実
信
遍
性
の

批
判
）
し
た
史
料
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、

ア
リ
エ
ス
の
歴
史
は
そ
こ
を
欠
い
て
い
る
。
遺
著
と
な
っ
た
本
書
も
墓
石
に

刻
ま
れ
た
図
像
や
絵
画
の
読
解
を
通
し
て
、
人
々
が
死
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
き
た
か
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
字
表
現
さ
れ
た
史
料
を
用
い
て

い
る
部
分
は
わ
ず
か
に
墓
碑
銘
に
す
ぎ
な
い
。
図
像
読
解
に
は
歴
史
家
の
主

観
が
入
り
や
す
く
、
興
味
に
沿
っ
て
読
み
込
ま
れ
る
危
険
性
は
高
い
。
主

観
・
想
像
の
世
界
を
楽
し
む
の
は
歴
史
小
説
や
随
筆
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
ア
リ
エ
ス
の
歴
史
学
は
そ
の
楽
し
み
を
備
え
た
魅
惑
的
な
も
の

で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
が
見
過
し
て
き
た
こ
と
、
言
及
す
る
こ

と
を
避
け
て
き
た
こ
と
を
、
し
か
も
現
代
の
人
為
に
と
っ
て
関
心
の
深
い
問

題
を
日
常
感
覚
で
平
易
に
解
き
明
か
し
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
原
始
古
代

か
ら
現
代
に
至
る
一
貫
作
業
、
連
続
し
た
歴
史
を
わ
れ
わ
れ
に
呈
示
し
て
い

る
。
彼
の
深
い
洞
察
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
、
筋
道
の
た
て
ら
れ
た
心
性
の
歴

史
を
、
文
字
で
表
現
さ
れ
た
史
料
を
も
っ
て
い
か
に
肉
付
け
し
て
い
く
か
が

今
後
に
残
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
課
題
と
い
え
る
。

さ
て
、
本
書
は
八
章
か
ら
成
る
が
、
第
一
章
「
墓
地
と
教
会
」
で
は
、
は

じ
め
都
市
の
外
へ
排
除
さ
れ
て
い
た
死
者
が
次
第
に
都
市
の
中
心
に
位
置
す

る
よ
う
に
な
っ
た
経
過
を
論
ず
る
。
市
外
の
街
道
筋
に
あ
っ
た
墓
が
三
、
四

世
紀
の
こ
ろ
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
人
崇
拝
の
影
響
を
う
け
て
墓
地
に
教
会

（133）453


